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用語に関する注意点 

 色覚に関する用語は、専門分野の違い等により、同じ意味でも複数の用語が使用されて

いる場合がある。本調査研究を進めるにあたっては、下記の用語を使用した。 

 

用語の意味 
本調査研究で
使用する用語 

現在使用されている用語 

色覚異常のうち、色の見
え方に支障や困難がある
こと、また、その人 

色覚障害 
色覚障害者 

色覚障害（者）、色覚障碍（者）、色覚異常（者）、
色覚特性、色弱（者）、色盲、先天色覚異常（者）、
後天色覚異常（者） 

色覚障害のないこと、ま
た、その人 

正常色覚 
正常色覚者 

正常色覚（者）、色覚正常（者）、一般色覚（者） 

下記色覚異常、また、そ
の人の総称 

色覚異常 
色覚異常者 

色覚異常（者） 

色覚の類型及び程度 

1 型 2 色覚 
1 型 3 色覚 
2 型 2 色覚 
3 型３色覚 
異常３色覚 

２色覚 
１型色覚 
２型色覚 

1 型 2 色覚／1 型 3 色覚／2 型 2 色覚／２型
３色覚、 
Ｐ型強度(P)／Ｐ型弱度(PA)／Ｄ型強度(D)
／Ｄ型弱度(DA)、 
第１異常／第２異常／第１色盲／第２色盲 

 ただし、引用した既往文献については用語の編集は行っていない。また、医学的な解説

に関しては「医学用語辞典」（2005 年 日本医学会）を参照し、医学用語を使用した。 

 


